
北海道農政部・環境生活部







◎GIS（地理情報システム）による被害等の見える化
・被害の割合、防護柵等の設置状況、動物の痕跡等を入力することで、複合的な要素を踏まえた
捕獲や防護柵の設置といった対策の立案が可能となる。



◎ICTを活用した遠隔捕獲
・シカがわなに侵入するとセンサーが反応し、自動でメールをスマホに送信。わなへの
侵入状況をライブ映像で確認でき、捕獲ボタンを押すことで大量捕獲を行う。

①侵入センサー ④電子トリガー②主装置 ③カメラ ⑤ソーラーバッテリー



◎ICTを活用した追払い
①赤外線センサーで野生鳥獣を感知し、威嚇音や強い光により追い払う。
②センサーカメラで得られたシカの侵入ルート情報を基にしたくくりわなの設置と超音波
スピーカーからの忌避音の発出による追払いを複合的に実施。










